
　小学生の時、博物館の体験教室で昆虫
標本の作り方を習いました。展翅板の上
で広げたチョウの翅の模様や付属肢の形
が美しく、その思い出が強烈な原体験と
なって、今に至ります。大学では分子生物
学に興味を持ち、ショウジョウバエを用
いた研究で、遺伝子についての知識を深
めました。
　大学院では、上皮平面上の非対称性（平
面内細胞極性）を決めるメカニズムを研
究しました。研究開始当時は、昆虫の体表
面の毛の向きを調べるというマイナーな
研究分野でしたが、後に脊椎動物の原腸
陥入時の細胞運動や神経発生にも関与す
ることがわかり、今では発生過程の重要
なシグナル伝達経路の1つとして広く認
識されています。
　学位取得後は、発生プログラムの柔軟
性を支える分子機構を知りたいという思
いから、生殖細胞やステロイドホルモン
の研究に従事しました。そんな中で、偶然
出会ったのが、ショウジョウバエを宿主
とする寄生蜂です。

　昆虫は、気温・光・栄養条件などのさま
ざまな外環境を感知し、神経を介してホ
ルモン合成のタイミングを調整していま
す。そこで、昆虫の体内環境を撹

かく

乱
らん

する因
子の1つとして、寄生蜂ニホンアソバラ

コマユバチを飼い始めました。
　当初は、寄生によって宿主のホルモン
生合成が抑制されるのではないかと予想
していました。ところが、宿主が正常に蛹
化したことから、ホルモン生合成は正常
に行われたことが示唆されました。予想
が外れたことにがっかりしつつも、いつ
もの習慣で宿主幼虫を解剖したところ、
将来の成虫組織（成虫原基）がどうしても
見つかりませんでした。
　解剖を失敗したかもしれないと思っ
て、同じ実験を何回繰り返しても同じ結
果でした。結局、寄生蜂の毒の作用には組
織選択性があり、宿主ショウジョウバエ
幼虫の脳神経系や内分泌系には作用し
ない一方、成虫原基だけを溶かすことに
よって、飼い殺し寄生の成立に寄与する
ことが、初めて明らかになりました。

　現在の地球上に、寄生蜂は約20万種類
生息すると推定されていますが、どのよ

うにして宿主の体を乗っ取るのか、寄生
の分子機構はほとんど明らかにされてい
ません。ニホンアソバラコマユバチ1種
でさえ、毒腺内に約200種類ものたんぱ
く質成分を持ち、そのほとんどが機能未
知であることが、これまでの研究からわ
かりつつあります。
　既存のドメイン予測アルゴリズムでは機
能を特定できない新規分子がまだまだたく
さんあるという事実に、大きな可能性を感
じています。今後は、複数の寄生蜂種間の比
較ゲノム解析やゲノム編集技術を用いた
変異体作製などを通じて、寄生蜂の宿主特
異性について、研究を深めていきたいです。
　これまではモデル生物・ショウジョウバ
エを用いた研究を中心に行ってきました
が、今後は寄生蜂のように、多様で知られ
ざる生態を持つ「非モデル生物」を使って、
モデル生物と遜色のない分子生物学・発生
生物学の新機軸を開く
ことを目標に、研究
を盛り上げていき
たいと思います。
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爪の上のニホンアソバラコマユバチ。ショウジョウバエ
を乗っ取る巧みな生存戦略には本当に驚かされます。

（TEXT：JST広報課
  小倉一恵）

実験対象を解剖
している様子。
失敗を糧に、自
身が納得するま
で研究を繰り返
すことで、新た
な発見が得られ
ます。
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